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Ⅰ．緒言と目的
2011年 3月 11日に発生した東日本大震災によ
り、太平洋沿岸部の多くのまちが壊滅的な被害を
受けた。震災後、復興支援のために、宮城県に全
国から集まった寄付金等の総額は 323億円（平成
25 年度当初予算時点）（宮城県公式 HP、2013）
に上り、それを財源とした被災者の生活支援、教
育支援、農林水産業支援等さまざまな復興支援策
が行われてきた。国や行政が行う活動はもとよ
り、プロのアーティストによる音楽を通した支援
活動、郷土芸能・伝統文化をツールとした支援活
動等、団体や個人が活動の分野や立場の違いを超
え、被災地復興のための活動に取り組んだ。それ
と同時に、スポーツをツールとした支援活動も数
多く行われた。JOC が行う、東日本大震災復興
支援「がんばれニッポン！」プロジェクト（オリ
ンピアンとのふれあいスポーツプログラム等）の
開催（2014 年現在も継続中）（ JOC 公式 HP、
2014）、往年のプロ野球選手たちによる夢の球宴
「サントリードリームマッチ」の開催、プロサッ
カー選手による復興支援チャリティーマッチやス
ペシャルマッチの開催等は記憶に新しい。出場し
た選手らは、「自分たちの気持ちが届いてほしい」
「人間として何かの力になりたいと思っていた。
それをたまたまサッカーで表現しただけ」という
コメントを残し、観戦に訪れた人々は、「Go for it
（頑張れ）東日本」と書いた日の丸や、「希望」と
書いた看板を持ち、「地震なんかに負けるな」「俺
たちの絆は途切れない、また一緒にサッカーを楽
しもう」という横断幕を掲げる（朝日新聞、
2011）など、サッカーを通して復興へのメッセー
ジを発信した。これらの活動は、スポーツを通し
た被災地の復興、具体的には、被災者への元気づ
け、地域愛着心の向上、良好な人間関係の再構築
を目的としたものであり、いわば、スポーツが持
つ「まちづくり」へのチカラを利用した活動と言
える。
一方、復興支援活動だけでなく、日常的にスポ
ーツのチカラを用いた地域貢献活動が多数行われ
ている。J リーグ川崎フロンターレでは、「フロ
ンターレを通じて川崎の街を“大”好きになって
ほしい」という理念のもと、「闘 A（とうえい）
まんがまつり1）」」、「いっしょにおフロんた～
れ2）」「川崎フロンターレドリル3）」といった取り
組みが行われている（経済界、2013）。bj リーグ
島根スサノオマジックは、選手が地元小学校を訪
問し、バスケットボールを通じて交流する「夢授
業」を各地で行い、バスケットボールイベント以
外にも、がん制圧イベントや地域の祭りに選手が
参加し、注目度や集客面でプラスの効果が出てい
るという（中国地方総合研究センター、2013）。
これらの活動は、青少年の健全育成、地域連帯感
の向上、にぎわいや楽しみの創出等が期待され、
まちづくりのツールとしてのスポーツの可能性を
示す取り組みだと言える。また、これらの取り組
みが地域住民のチームへのアイデンティティ向上
といった「ファンづくり」にも役立ち、まちづく
り、ファンづくりの両方を担う重要な活動だと考
えられている。
スポーツのチカラに注目が集まるにしたがい、
「スポーツによるまちづくり」に関する研究は近
年増加傾向にある。国立情報学研究所が運営する
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学術論文や図書・雑誌などの学術情報データベー
スである CiNii を用い、「スポーツ」「まちづく
り」の両キーワードで検索すると、論文数は、1980
年代 3件、1990年代 17件、2000年代 63件、2010
年代 46件（2014年 7月 29日現在）と増加傾向
にあり、スポーツによるまちづくりの注目の高ま
りがわかる。研究分野もスポーツ科学のみなら
ず、地域活性研究、都市政策研究、労働の科学、
人間科学研究等、多岐にわたる。具体的な研究に
は、スポーツを中核としたまちづくりには、「消
費活動の活性化」「雇用の創出」「新しい宿泊施設
と観光アトラクションの設置」「新しいスポーツ
施設の建設」等多くの地域活性化の効果や経済効
果があることを示した古市らの研究（2004）、フ
ァンづくりがまちづくりに及ぼす影響について示
した藤本らの研究（2012、2013）、篠崎ら（2007）
のスポーツを媒介とした地域への参加に関するも
の、安田ら（2003）の地域スポーツ振興事業への
参加と社会的効果に関するもの等がある。これら
の中で、まちが提供するスポーツ行事への参加者
と非参加者の間には、まちへの愛着や帰属意識に
違いがあること、チーム・アイデンティティが地
域意識の「住民団結」「相互援助」「地域住民との
絆」等に対して比較的大きな影響を与えること等
が明らかにされている。これらはスポーツが地域
に及ぼす影響、スポーツを通したまちづくりの可
能性について大きな示唆を与えていると言える。
しかしながら、古市らが指摘する経済効果は、プ
ロスポーツに関するイベント、オリンピックやサ
ッカーワールドカップといったメガスポーツイベ
ントといった、いわば非日常的な取り組みがもた
らす経済効果に関する事例であり、チーム・アイ
デンティティと地域意識との関係にしても、プロ
スポーツチームが与える影響に焦点が当てられて
いる。また、安田ら（2003）が示したスポーツ行
事へ参加する人は、まちに親近感や愛着を持ち、
まちに対する関心が高いという結果についても、
対象は「まちが提供するスポーツイベント」であ
り、日常で実施される継続的な取り組みとは異な
る。プロスポーツやメガスポーツイベント、ある
いは行政からの働きかけ等が住民の連帯感やアイ
デンティティを向上させるツールになることは示
されている。しかし一方で、地域において日常的
に行われるスポーツ活動にも同じような機能はな
いのであろうか。プロスポーツやメガイベントの
影響力は確かに大きい。しかしながら、プロスポ
ーツのない地域は多く、メガスポーツイベントは
毎年継続して実施できるものではない。そこで、
本研究では、地域で行われる日常的なスポーツ活
動に注目したい。プロスポーツやメガスポーツイ
ベント、まちが提供する特別なイベントといった
インパクトの強い、特別なものでなく、地域で行
われる日常的なスポーツ活動であっても、地域住
民に何らかの影響を及ぼすことができるのかどう
か。スポーツ活動への取り組み意識と地域に対す
る意識に関連があるのかどうか。これらの疑問に
ついての新たな知見を得ることを目的としたい。
特に、本研究では、地域で活動しているスポーツ
チームを対象に、チームに対する愛着、活動拠点
となっている地域への愛着、そしてその地域で行
われているコミュニティ活動への参加意欲に着目
したい。チームに所属すると、その中で人間関係
が育まれ、連帯感、一体感が生まれる。チームメ
イト（地域住民）はスポーツによってつながって
いるというよりも、チーム内での連帯感によって
つながりを持ち、継続したスポーツ参加へとつな
がっていると考える。その感情が活動の拠点とな
っている地域への愛着にも影響を及ぼすのではな
かろうか。自らが所属するスポーツチームへの愛
着により地域愛着が醸成され、地域活動への参加
が促進されることを示すことができれば、スポー
ツを通したまちづくりに新たな示唆を与えること
ができると考える。園田（2002）は、「住区への
愛着という概念自体がアメリカ社会の高い流動性
と深く関わる問題意識を含んで発展したという経
緯を持つことから、日本ではほとんど研究が行わ
れてこなかったが、これからの日本社会も流動性
が高まる状態が予測され、過渡期にある現在だか
らこそ、住区への愛着研究が必要である」と指摘
している。このことからも、日本における地域愛
着、まちづくりに関する研究のさらなる蓄積が必
要であり、ツールとしてのスポーツの可能性を検
証することは意義のあることだと考える。加え
て、スポーツチーム（みるスポーツ）への愛着と
地域愛着に関する研究は近年増加傾向にあるもの
の、自らが所属するスポーツチーム（するスポー
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ツ）への愛着と地域愛着に関する研究は行われて
いない。前述のように、地域を代表するプロスポ
ーツチームを持つ地域は少なく、たとえチームが
地域愛着に影響を及ぼすことが明確になったとし
ても、チームが存在しない地域ではどうすること
もできない。一方で、するスポーツとしてのスポ
ーツチームは各地域に存在する。そのため、する
スポーツと地域愛着との関連を検証することが、
スポーツを通したまちづくりに対する新たな示唆
を得るうえで重要だと考える。
以上のことから、本研究の目的は、日常的に行
われている地域スポーツ活動と地域愛着及び地域
コミュニティの参加意欲との関連を明らかにする
ことである。具体的には、地域スポーツとしてバ
レーボール（家庭婦人バレーボール活動、いわゆ
るママさんバレーボール）を調査対象とし、バレ
ーボールチームへの愛着（以下チームへの愛
着）、地域愛着、地域コミュニティ活動への参加
意欲といった 3者間の関連を明らかにする。
Ⅱ．研究方法
1．データ収集
調査対象者は、家庭婦人バレーボールチームに
所属しているバレーボール実施者とした。家庭婦
人バレーボールに着目した理由は、ほとんどの市
区町村ごとにチームが存在し、参加者の年代も 20
歳代から 70歳代と幅広い。バレーボールの練習
や試合に参加することが普段の生活では接するこ
とのない方との交流の場となり、それが地域での
連帯感を強め、地域愛着や地域活動への参加意欲
を高めることにつながると考えたからである。調
査には、バレーボールチームの所属者 1名に協力
を依頼し、練習時・試合時において、協力者から
対象者に質問紙を手渡ししてもらい、その場で記
入、回収を行った。調査期間は、2013年 10月 26
日から 11月 24日までの約 1か月間で、有効回答
標本数は 118部（回収率 98％）であった。
2．調査項目
表 1に本調査で用いたチームへの愛着を測定す
るための尺度、地域愛着を測定するための尺度、
地域コミュニティ活動への参加意欲を測定するた
めの尺度をまとめた。地域愛着尺度は、萩原ら
（2005）の研究にて使用されている尺度を用いた。
この尺度は、鈴木ら（2008 a）の研究において
「地域愛着（感情）」と表されている。地域愛着
（感情）とは、当該地域を大切に思い、愛着を感
じ、住み続けたいと感じる、という要素を意味す
るものであり、表層的な好みというよりもむしろ
情緒的な地域愛着の要素とされている。4項目そ
れぞれについて、「1．まったく当てはまらない」
「5．非常に当てはまる」を両極とする 5段階尺度
を用いて測定した（ワーディングは両極のみ）。
地域コミュニティ活動への参加意欲を測定するた
めの質問項目は、博報堂フォーサイトの調査（博
報堂フォーサイト、2008）にて使用されている尺
度を用いた。地域愛着と同様に 5段階尺度を用い
て測定した。また、チームへの愛着を測定するた
めに、「自分の所属するバレーボールチームに愛
表 1 調査項目
チームへの愛着
・自分の所属するバレーボールチームに愛情を持っている
・自分の所属するバレーボールチームに今後も継続して所属していたい
地域愛着
・自分の住む地域は大切だと思う
・自分の住む地域に愛情を持っている
・自分の住む地域は自分の街だという感じがする
・自分の住む地域に自分の居場所がある気がする
地域コミュニティ活動への
参加意欲
・自分の住む地域のためになることをして何か役に立ちたいと思う
・地域の祭り・祭事には参加するようにしている
・地域住民との交流や付き合いには積極的である
・地域の環境保全活動には参加するようにしている
・自分の住む地域は子供の教育、健全育成に適していると感じる
・地域のまちづくり推進に関心がある
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情を持っている」、「自分の所属するバレーボール
チームに今後も継続して所属していたい」の 2項
目を設定し、それぞれ 5 段階尺度を用い測定し
た。その他の項目として、年齢、バレーボール経
験年数、月間練習回数を尋ねた。
3．分析方法
チームへの愛着、地域愛着、地域コミュニティ
活動への参加意欲、この 3者の関係をモデル化す
ることで、チームへの愛着の影響を明らかにす
る。鈴木ら（2008 a）は、消費行動が消費行動中
の風土との接触に正の影響を及ぼし、風土との接
触が地域愛着に正の影響を及ぼすことを明らかに
している。萩原ら（2005）は、徒歩・自転車・バ
イクの利用割合が大きくなるほど、風土との接触
の度合いが大きくなることを明らかにしている。
また、鈴木ら（2008 b）は、地域愛着が高い人ほ
ど、町内会活動やまちづくり活動などの地域への
活動に熱心であることを明らかにしている。これ
らのことを踏まえ、本研究では、仮説①「バレー
ボールチームへの愛着は地域愛着に影響を及ぼ
す」、仮説②「地域愛着は地域コミュニティ活動
への参加意欲に影響を及ぼす」という 2つの仮説
を設定した。地域に根差すバレーボールチームで
あることを考えると、徒歩や自転車、バイクで活
動場所まで移動する者が多いであろう。その結
果、風土との接触機会が増える。チームへの愛着
が強い人になれば、それだけ活動頻度も高まり、
風土との接触機会も増えると思われる。さらに、
前述のように、チームへの愛着は、その場で行わ
れるスポーツ活動によって醸成されるというより
は、共にスポーツ活動に取り組むことで生まれる
人間関係やつながりによって醸成されると思われ
る。そのため、チームへの愛着はもとより、チー
ムの活動拠点としての地域に対する愛着に影響を
及ぼすと考える。そして、先行研究での指摘のよ
うに、地域愛着は地域コミュニティ活動への参加
意欲につながっていくと考えられる。これらのこ
とから、本研究では、図 1、図 2のモデルを設定
し、モデルに対する仮説を検証するために、共分
散構造分析を実施した。データ分析には IBM
SPSS Statistics21、Amos21 を用いた。Amos21 で
はいくつかの適合度指標を出力できるが、本研究
では以下の適合度指標を総合的に判断してモデル
の妥当性を検証することとする（表 2）。
① χ 2/df 共分散構造分析で最も基本的な適合
度指標に χ 2 値がある。Amos では乖離度と
して算出され、モデルがデータと適合してい
図 1 仮説モデル①
図 2 仮説モデル②
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るかを確認することができる指標である。デ
ータと完全に適合している場合は値が 0とな
り、逆にデータに対し適合していない場合は
この値が無限大に大きくなる（田部井、
2001）。しかし、データの数が大きくなると、
ほんの僅かな差も敏感に感知されるようにな
り、χ 2 値の値が大きくなりモデルがデータ
に適合していないという結果となってしま
う。その欠点を考慮したものが χ 2 /df であ
り、χ 2 値同様、値が 0に近づくほど適合す
ることを意味し、3未満の値で適合している
ことを示すとされている（山本、2002）。
② CFI （Comparatative fit index 比較適合度指
標）CFI は 0から 1の範囲を取り、完全にデ
ータに適合しているモデルにおいては値が 1
となり、この値が .900を超えるモデルが当
てはまりの良いモデルと判断される。ケース
の影響を受ける NFI の欠点と 0から 1 の範
囲を逸脱することのある NNFI の欠点を修正
した指標である（田部井、2001）。
③ RMSEA （Root mean square error of approxi-
mation 平均二乗誤差平方根）母集団とモデ
ルとの乖離を表す値である F 0（母乖離度
値）をモデルの df（自由度）で除した値で
あり、推定するパラメーター数の影響を受け
る F 0の欠点を修正した指標である。この値
が .050未満の場合には高い適合度、.050か
ら .080までの場合には穏当な適合度、.080
から .100までの場合にはやや劣る適合度と
判断し、値が .10以上のモデルは当てはまり
が悪いため採択しないことになっている（田
部井、2001）。
④ PNFI NFI に倹約比をかけた値である。1に
近いほど適合が良いことを意味し、この値が
.900を超えるモデルが当てはまりの良いモデ
ルと判断される（田部井、2001）。
Ⅲ．結果と考察
1．調査対象者の属性
調査対象者の年齢、バレーボール経験年数、月
間練習回数を表 3に示した。平均年齢は 44.1歳
（最低 27歳、最高 61歳）、各年代別にみると、20
歳代 2.6％、30 歳代 19.7％、40 歳代 54.7％、50
歳代 22.2％、60歳代 0.9％であり、40 歳代が最
も高い割合を示した。子供が成長し、育児が一段
落したと思われる世代の参加率が高いことが伺え
る。バレーボールの経験年数は平均で 14年（最
低 2年、最高 40年）、年代別にみると、1年～3
年 8.5％、4年～6年 13.6％、7年～10年 24.6％、
11年～15年 17.8％、16年～20 年 12.7％、21 年
以上 22.9％となった。11年以上の経験者が過半
数を占めており、長年バレーボールに取り組んで
いる人が多いことが分かる。月間練習回数は平均
で 7.1回（最低 1回、最高 16回）、回数別でみる
と、1 回 4.3％、2 回～3 回 11.1％、4 回～5 回
16.2％、6回～10 回 56.4％、11 回以上 12.0％ と
なった。6 回～10 回が最も高く、11 回以上も
表 2 各指標の基準値
指標 基準値
χ 2/df ＜ 3.00
CFI ＞ .900
RMSEA ＜ .100
PNFI ＞ .900
表 3 調査対象者の属性
値
平均年齢（n＝117） 44.1歳（SD 6.57）
20歳代 2.6％
30歳代 19.7％
40歳代 54.7％
50歳代 22.2％
60歳代 0.9％
平均経験年数（n＝118） 14.2年（SD 8.66）
経験年数 1年～3年 8.5％
4年～6年 13.6％
7年～10年 24.6％
11年～15年 17.8％
16年～20年 12.7％
21年以上 22.9％
平均月間練習回数（n＝117） 7.1回（SD 3.23）
月間練習回数 1回 4.3％
2回～3回 11.1％
4回～5回 16.2％
6回～10回 56.4％
11回以上 12.0％
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12.0％おり、週 2回程度練習に取り組んでいる人
が多いことが分かる。表 4は、年代と月間練習回
数との関係を示したものである。χ 2検定の結果、
有意な差は認められず、各年代ともに月間練習回
数は同じ傾向にあることが分かる。表 5は、経験
年数と月間練習回数との関係を示したものであ
る。χ 2検定の結果、有意な差は認められず、経
験年数別にみても月間練習回数は同じ傾向にある
ことが分かった。つまり、本研究の調査対象は、
年代や経験年数によって月間練習回数に違いのな
いバレーボール参加者であることがわかる。表 6
は、チームへの愛着、地域愛着、地域コミュニテ
ィ活動への参加意欲の得点を示したものである。
チームへの愛着（合成変数、信頼性係数 .965）
表 4 年代と練習回数との関係
練習回数
1回 2回～3回 4回～5回 6回～10回 11回以上 χ 2
年代
20歳代（n＝3） 0.0％ 33.3％ 33.3％ 0.0％ 33.3％
n.s
30歳代（n＝23） 0.0％ 21.7％ 13.0％ 47.8％ 17.4％
40歳代（n＝63） 3.2％ 6.3％ 19.0％ 61.9％ 9.5％
50歳代（n＝26） 7.7％ 11.5％ 7.7％ 61.5％ 11.5％
60歳代（n＝1） 0.0％ 0.0％ 100.0％ 0.0％ 0.0％
表 5 経験年数と練習回数との関係
練習回数
1回 2回～3回 4回～5回 6回～10回 11回以上 χ 2
経験
年数
1年～3年（n＝9） 0.0％ 11.1％ 22.2％ 66.7％ 0.0％
n.s
4年～6年（n＝16） 0.0％ 25.0％ 25.0％ 43.8％ 6.3％
7年～10年（n＝29） 3.4％ 10.3％ 13.8％ 62.1％ 10.3％
11年～15年（n＝21） 4.8％ 0.0％ 4.8％ 81.0％ 9.5％
16年～20年（n＝15） 6.7％ 13.3％ 6.7％ 40.0％ 33.3％
21年以上（n＝27） 7.4％ 11.1％ 25.9％ 44.4％ 11.1％
表 6 平均値ならびに信頼性係数
M S.D. 合成変数の M α
チームへの愛着
・自分の所属するバレーボールチームに愛情を持っている 3.97 .951
4.01 0.965
・自分の所属するバレーボールチームに今後も継続して所属していたい 4.05 .994
地域愛着
・自分の住む地域は大切だと思う 4.00 .867
3.72 0.904
・自分の住む地域に愛情を持っている 3.81 .951
・自分の住む地域は自分の街だという感じがする 3.56 .901
・自分の住む地域に自分の居場所がある気がする 3.50 .894
地域コミュニティ活動への参加意欲
・自分の住む地域のためになることをして何か役に立ちたいと思う 3.16 .906
3.10 0.882
・地域の祭り・祭事には参加するようにしている 3.11 1.044
・地域住民との交流や付き合いには積極的である 3.01 .947
・地域の環境保全活動には参加するようにしている 2.86 .954
・自分の住む地域は子供の教育、健全育成に適していると感じる 3.53 .967
・地域のまちづくり推進に関心がある 2.95 .914
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の平均得点は 4.01となり、中央値（3）を上回っ
ていることから、全体的にチームへの愛着は高い
ことが分かる。地域愛着（合成変数、信頼性係数
.904）の平均得点は 3.72、地域コミュニティ活動
への参加意欲（合成変数、信頼性係数 .882）の
平均得点は 3.10となった。ともに中央値は上回
ってはいるものの、チームへの愛着に比べると値
は低い傾向にある。表 7は、チームへの愛着、地
域愛着、地域コミュニティ活動への参加意欲、3
者間の相関関係を示したものである。相関分析の
結果、3者は正の相関関係にあることが認められ
た。つまり、3者はそれぞれの値を高めあう共変
関係にあることが明らかになった。しかしなが
ら、相関分析は、「影響を与える変数」、「影響を
与えられる変数」といった想定がないため、「影
響を与える変数」としてのチームへの愛着、「影
響を与えられる変数」としての地域愛着、地域コ
ミュニティ活動への参加意欲の関係については後
述する。
2．チームへの愛着、地域愛着、地域コミュニテ
ィ活動への参加意欲の関係
1）チームへの愛着と地域愛着との関係について
「バレーボールチームへの愛着は地域愛着に影
響を及ぼす」という仮説を検証するために、図 1
の仮説モデルについて共分散構造分析を用い検証
を行った。その結果、モデルの適合度は χ 2/df＝
2.151、CFI＝.984、RMSEA＝.099、PNFI＝.518で
あった。PNFI が基準値の .900を下回ったが、χ 2
/df、CFI、RMSEA の適合度指標は基準値を満た
しているため、検証した仮説モデルはデータに適
合していると判断した。図 3に各因子へのパス係
数を示した。チームへの愛着を構成する 2因子へ
のパス係数は、「チームへの愛着」→「チームへの
継続意図」が .939、→「チームへの愛情」が .994
となった。また、地域愛着を構成する 4因子への
パス係数は、「地域愛着」→「大切に思う気持ち」
が .885、→「地域への愛情」が .911、→「自分の街
だという認識」が .884、→「居場所があるという
認識」が .670であった。そして、仮説の検証結
果を示す、「チームへの愛着」→「地域愛着」への
直接効果であるが、分析によって得られたパス係
数は .424を示し、有意な結果が認められた。パ
ス係数がプラスの値であることから、チームへの
愛着は地域愛着にポジティブな影響を与えている
ことが分かった。つまり、チームに対する愛着が
高くなると活動拠点となっている地域に対する愛
着も高くなることが明らかとなった。なお、チー
ムへの愛着と地域愛着との関係モデルにおける重
相関係数の平方（重決定係数 R2）は、.330であ
り、本モデルによってチームへの愛着と地域愛着
との関係を 33％説明できる。プロバスケットボ
ール観戦者を対象とした研究（五月女、2008、二
宮、2011）において、チームアイデンティフィケ
ーションやチームに対する愛着がホームタウン愛
着に影響を与えていることが示されている。観戦
（みる）対象となっているチームに対するアイデ
ンティティと、実施（する）対象となっているチ
ームに対する愛着という違いはあるものの、スポ
ーツ組織に対するコミットメント・感情的関与が
地域愛着に影響を及ぼすという点で、同様の結果
が得られたと考える。また、槇野ら（2001）は、
表 7 3者間の相関関係
チームへの愛着 地域愛着 地域コミュニティ活動への参加意欲
チームへの愛着 .409*** .357***
地域愛着 .527***
地域コミュニティ活動への参加意欲
図 3 仮説モデル①の分析結果
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居住地への愛着に影響を及ぼす要因として、地域
と接する時間や機会が大きな要因になることを示
し、渡邊（2006）は、地域に対する愛着度は、地
域における個人の悩みを相談するといった深い人
間関係（相談）よりも、世間話や組織内の役割に
基づく浅い人間関係（立ち話）が影響を与えるこ
とを指摘している。本研究の対象となったバレー
ボール実施者の月間平均練習回数は 7.1回（表 3）
であり、週に 1～2回、チームメイトと顔を合わ
し、交流している。練習中は単に黙々とバレーボ
ールを行っているわけでなく、技術的な指導やフ
ォーメーションの確認等、互いに声をかけ合いな
がら練習に勤しんでいると思われる。また、アン
ケート調査を依頼した協力者が、チーム仲間や試
合対戦相手に対し、スムーズに調査を実施できた
ことから、筆者の主観ではあるが、バレーボール
を通して良好な人間関係が築けているのではない
かと推測する。そのため、先行研究で指摘されて
いるような人間関係の構築や、地域と接する時間
や機会の創造につながり、それが地域愛着に影響
を与えていると考えられる。
2）チームへの愛着、地域愛着、地域コミュニテ
ィ活動への参加意欲の関係について
次に、「地域愛着は地域コミュニティ活動への
参加意欲に影響を及ぼす」という仮説を検証する
ために、図 2の仮説モデルを検証した。仮説を検
証するにあたり、チームへの愛着をモデルに組み
込むかどうか検討したが、3者の関係について検
証を行うことが本研究の目的であるため、チーム
への愛着を組み込んだ形で仮説の検証を行うこと
とした。共分散構造分析の結果、モデルの適合度
は、χ 2 /df＝2.785、CFI＝ .912、RMSEA＝ .094、
PNFI＝.686であった。仮説 1の検証結果と同様
に、PNFI が基準値を下回ったが、残り 3つの適
合度指標は基準値を満たしているため、検証した
仮説モデルはデータに適合していると判断した。
図 4に各因子へのパス係数を示したが、チーム愛
着を構成する 2因子へのパス係数は、「チームへ
の愛着」→「チームへの継続意図」が .937、→「チ
ームへの愛情」が .995、地域愛着を構成する 4
因子へのパス係数は、「地域愛着」→「大切に思う
気持ち」が .668、→「地域への愛情」が .884、→
「自分の街だという認識」が .911、→「居場所が
あるという認識」が .885、地域コミュニティ活
動への参加意欲を構成する 6 因子へのパス係数
は、「地域コミュニティ活動への参加意欲」→「役
に立ちたい気持ち」が .697、→「祭り・祭事への
参加」が .859、→「交流や付き合いへの積極性」
が .879、→「環境保全活動への参加」が .725、→
「子供の教育・健全育成への適性」が .589、→
「まちづくり推進への関心」が .721 であった。
そして、仮説の検証結果を示す、「チームへの愛
着」→「地域愛着」への直接効果は、.431で有意
な結果が認められ、「地域愛着」→「地域コミュニ
ティ活動への参加意欲」へのパス係数も、.559で
有意な結果が認められた。「チームへの愛着」→
「地域愛着」への効果、「地域愛着」→「地域コミ
ュニティ活動への参加意欲」への効果ともに、プ
ラスの値を示したことから、チームへの愛着は地
域愛着にポジティブな影響を与え、地域愛着は地
域コミュニティ活動への参加意欲にポジティブな
影響を与えていることが分かった。つまり、チー
ムに対する愛着は地域愛着の高まりを介して、地
域内でのコミュニティ活動への参加を促進させる
ツールになることが示唆された。なお、チームへ
の愛着から地域愛着への R2 は、.186、地域愛着
から地域コミュニティ活動への参加意欲への R2
は、.312となった。石盛（2004）は、地域愛着が
高い人ほど居住継続意志や連帯感、地域活動へ積
極的に参加する意志が高い傾向を示し、大山ら
（2007）は、大学生を対象に、キャンパス周辺地
域への愛着の高い学生の方が、地域との連携活動
に対する参加意欲が高いことを示している。これ
らの先行研究と同様の結果が本研究でも得られた
と考える。スポーツ観戦でも同様のことが考えら
れるが、ファンを獲得する上で重要となるのは、
「スポーツに対する興味・関心」よりも、「スポー
ツと自分とを結びつける共通のアイデンティテ
ィ」を消費者に抱かせることである。J リーグや
bj リーグは、チームと地域住民が持つ共通のア
イデンティティとして、「地域」に着目し、地域
に密着した組織運営を行うことでファンを獲得し
ている。言うなれば、愛する地域を代表するチー
ムであるがゆえに観戦・応援を行うといったもの
であろう。それが地域づくりへの原動力にもつな
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がっている。同様に、地域コミュニティ活動も、
地域を象徴する活動であり、地域に対する愛着が
強い住民は、象徴的な活動にも意欲を持つという
ことは想像に難しくない。また、渡邊（2006）
は、町内会活動が地域愛着に影響を与えることを
示しているが、論文の中で、「町内会活動と愛着
度の関係は、一概に町内会活動→地域愛着と断定
できるわけではなく、地域愛着→町内会活動とい
った因果関係も考えておく必要があり、今後さら
に検討していく必要がある」と述べている。この
課題に対し、本研究は一定の示唆を与えることが
出来たと考える。つまり、地域活動への参加意欲
と地域愛着は互いに影響を与え合う相互関係にあ
ると言える。
Ⅳ．まとめ
本研究の目的は、地域スポーツとしてバレーボ
ールを調査対象とし、バレーボールチームへの愛
着、地域愛着、地域コミュニティ活動への参加意
欲の 3者間の関連を明らかにすることであった。
分析の結果、以下の事が明らかになった。
•バレーボールチームに対する愛着は、活動拠点
地域に対する愛着に影響を及ぼす。つまり、チ
ームを好きになることは、地域を好きになるこ
とにつながる。
•活動拠点地域に対する愛着は、当該地域内で行
われるコミュニティ活動への参加意欲に影響を
及ぼす。つまり、地域を好きになることは、地
域で行われる活動への積極的参加につながる。
•バレーボールは地域への愛着を高め、地域コミ
ュニティ活動への積極的参加を推進させるため
のツールとなる。
以上のように、本研究において、バレーボール
チームへの愛着が地域愛着を高め、それが地域コ
ミュニティ活動への参加促進につながっていくこ
とが明らかになった。しかしながら、今後の課題
として次のような点が挙げられる。まず、本研究
の調査対象は、「バレーボール」という単一スポ
ーツ種目に限定した。そのため、研究結果をふま
え、するスポーツチームへの愛着が地域愛着へ及
ぼす影響として一般化し、評価することは困難で
ある。さらに、家庭婦人バレーボールチームを対
象としたことから、データが女性のみに限定され
てしまった。このことからも、チームへの愛着と
地域愛着との関係として一般化することは難しい
と考える。今後は、同様の調査を複数のスポーツ
種目を対象に行い、また、男性データの蓄積を行
うなどして、再現性を確認する必要がある。次
に、本研究を通し、チームへの愛着から地域愛着
等への影響が明らかになったが、次の段階とし
て、チームへの愛着は何に影響を受けるのか、つ
まり、チームへの愛着に影響を及ぼす要因の解明
が必要だと考える。チームへの愛着に影響を及ぼ
す要因を特定することで、地域愛着向上に向けた
組織運営の傾注ポイントを絞ることができる。そ
れが、スポーツをツールとしたまちづくりへの戦
略的な実践へとつながっていくであろう。
地域アイデンティティの低下、近所づきあいの
希薄化、コミュニケーション能力の低下、子供の
図 4 仮説モデル②の分析結果
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体力低下等、現代社会には数多くの問題が存在
し、今後ますます社会変動も激しくなることが予
測される。地域に存在する問題を解決し、健康で
元気に、より豊かに、より幸せに生活していくた
めには、社会的なつながり（ソーシャルキャピタ
ル）が不可欠だと思われる。そのためにも健康で
豊かなまちの存在は不可欠であり、まちづくりに
関する研究は今後さらに重要となってくるであろ
う。まちづくりのツールとしての地域スポーツに
関する方法論の確立、事業内容等について、さら
なる研究の蓄積が求められる。
【注】
１）「A」はアントラーズ（鹿島アントラーズ）の A で
あり、そこと戦うという意味で闘 A。川崎在住の有
名漫画家にイラストを描いてもらい、川崎の地域財
産としての漫画、アニメを理解してもらうとともに
地域住民に川崎フロンターレに興味を持ってもらう
ためのイベント。
２）シーズンオフに行われている川崎市の銭湯（川崎
浴場組合連合会）との共同企画。スタンプラリーを
行い、市内に 60以上ある銭湯すべてを回った人だけ
に贈る「完湯賞」が提供されるなど川崎市内全域を
活気づけている。
３）サッカー及び川崎フロンターレが題材となった算
数ドリル。子供たちがドリルの問題を解きながら、
算数もサッカーも好きになる、チームや地域を身近
に感じられることを目的に作成された教材。
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A Study of the Influence of Attachment to a Sports Team
on Attachment to Local Community and Motivation
to Participate in Local Community Activities
Naoya Hayashi*
ABSTRACT
The purpose of this study was to use the community sport of volleyball as a survey topic
to clarify the relationships between three factors : attachment to a volleyball team, attachment
to one’s local community, and motivation to participate in local community activities. As a
result of this analysis, the following findings were obtained :
•Attachment to one’s local volleyball team can influence attachment to the local activity
base. I.e. , if someone likes his or her local team, this can lead to liking the local
community.
•Attachment to one’s local activity base can influence motivation to participate in
community activities to be held in one’s area. I.e., liking one’s local community can lead
to active participation in local activities.
•Volleyball can be a tool to raise the degree of attachment to the local community as well
as promote active participation in local community activities.
Key words : attachment to a sports team, attachment to local community, motivation to
participate in local community activities
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